
JP 2010-61513 A5 2012.11.1

10

【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第３区分
【発行日】平成24年11月1日(2012.11.1)

【公開番号】特開2010-61513(P2010-61513A)
【公開日】平成22年3月18日(2010.3.18)
【年通号数】公開・登録公報2010-011
【出願番号】特願2008-228143(P2008-228143)
【国際特許分類】
   Ｇ０６Ｆ  17/30     (2006.01)
   Ｇ０６Ｎ   5/04     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０６Ｆ  17/30    ３４０Ａ
   Ｇ０６Ｎ   5/04    ５５０Ｍ

【手続補正書】
【提出日】平成24年9月14日(2012.9.14)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ネットワークを介して利用者の端末から入力された利用対象の評価値に基づいて、前記
利用者へ推薦する利用対象に関する推薦情報を、前記端末を介して前記利用者に提示する
利用対象推薦装置であって、
　複数の利用者が複数の利用対象のそれぞれを評価した評価値を、前記利用者および前記
利用対象に対応付けて読み出す評価値読出部と、
　前記評価値読出部により読み出された前記評価値のなかで欠損している評価値を、前記
利用者および前記利用対象を行および列とした前記評価値の行列の特異値分解を用いて推
定した、推定値を算出する推定値算出部と、
　前記推定値算出部により算出された前記推定値に基づいて、前記複数の利用対象のうち
前記利用者へ推薦する利用対象を選択して、選択した前記利用対象を推薦する推薦情報を
、前記ネットワークを介して前記利用者の前記端末に提示する推薦情報提示部と
を備え、
　前記推定値算出部は、前記行列の特異値ごとに縮小の推定量を算出して、前記推定量に
基づいて前記推定値を算出する利用対象推薦装置。
【請求項２】
　前記推定値算出部は、下記ＥステップとＭステップとを交互に繰り返すことにより前記
推定値を算出する請求項１に記載の利用対象推薦装置。
【数１】

【数２】
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　ここで、Ｘ，Ｙ、Ｚ、ＷはＬ×Ｍの行列であり、Ｙｌ，ｍはＹの行列要素であって利用
者ｌが利用対象ｍを評価した評価値であり、Ｗｌ，ｍはＷの行列要素であってＹｌ，ｍが
欠損していれば０で、欠損していなければ１であり、ｔは繰り返し番号であり、×は成分
ごとの積、Ｔは行列またはベクトルの転置であり、γｈは行列Ｚ（ｔ）のｈ番目に大きい
特異値であり、ωａｈおよびωｂｈは対応する右特異ベクトルおよび左特異ベクトルであ
り、Ｈはｍｉｎ（Ｌ，Ｍ）であり、ｆ（γｈ）はＪａｍｅｓ－Ｓｔｅｉｎ型推定量である
。
【請求項３】
　前記推定値算出部は、前記Ｊａｍｅｓ－Ｓｔｅｉｎ型推定量ｆ（γｈ）として下記式を
用いる請求項２に記載の利用対象推薦装置。
【数３】

　ここで、Ｋはｍａｘ（Ｌ，Ｍ）であり、σ＾２は行例Ｙの観測ノイズ分散である。
【請求項４】
　前記推定値算出部は、σ＾２を、ｔｒａｃｅ（ＹＴＹ）／（ＬＭ）により求める請求項
３に記載の利用対象推薦装置。
【請求項５】
　前記推定値算出部は、σ＾２を、行列Ｙのサンプルを用いてクロスバリデーションによ
り求める請求項３に記載の利用対象推薦装置。
【請求項６】
　前記推定値算出部は、行列Ｙの行列要素の個数が閾値より小さい場合に、σ＾２を、行
列Ｙのサンプルを用いてクロスバリデーションにより求め、行列Ｙの行列要素の個数が前
記閾値以上である場合に、σ＾２を、ｔｒａｃｅ（ＹＴＹ）／（ＬＭ）により求める請求
項３に記載の利用対象推薦装置。
【請求項７】
　前記推薦情報提示部は、特定の前記利用者について、より大きい前記推定値に対応づけ
られた前記利用対象をより優先的に提示する請求項１から６のいずれかに記載の利用対象
推薦装置。
【請求項８】
　前記推薦情報提示部は、前記評価値読出部により前記評価値が読み出された前記利用対
象を除外して、他の前記利用対象を提示する請求項７に記載の利用対象推薦装置。
【請求項９】
　前記推薦情報提示部は、特定の前記利用対象について、より大きい前記推定値に対応づ
けられた前記利用者に対してより優先的に前記利用対象を提示する請求項１から６のいず
れかに記載の利用対象推薦装置。
【請求項１０】
　前記推薦情報提示部は、前記評価値読出部により前記評価値が読み出された前記利用対
象を除外して、他の前記利用対象を提示する請求項９に記載の利用対象推薦装置。
【請求項１１】
　ネットワークを介して利用者の端末から入力された利用対象の評価値に基づいて、前記
利用者へ推薦する利用対象に関する推薦情報を、前記端末を介して前記利用者へ推薦する
利用対象推薦方法であって、
　複数の利用者が複数の利用対象のそれぞれを評価した評価値を、前記利用者および前記
利用対象に対応付けて読み出す評価値読出段階と、
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　前記評価値読出段階により読み出された前記評価値のなかで欠損している評価値を、前
記利用者および前記利用対象を行および列とした前記評価値の行列の特異値分解を用いて
推定した、推定値を算出する推定値算出段階と、
　前記推定値算出段階により推定された前記推定値に基づいて、前記複数の利用対象のう
ち前記利用者へ推薦する利用対象を選択して、選択した前記利用対象を推薦する推薦情報
を、前記ネットワークを介して前記利用者の前記端末に提示する推薦情報提示段階と
を備え、
　前記推定値算出段階は、前記行列の特異値ごとに縮小の推定量を算出して、前記推定量
に基づいて前記推定値を算出する利用対象推薦方法。
【請求項１２】
　ネットワークを介して利用者の端末から入力された利用対象の評価値に基づいて、前記
利用者へ推薦する利用対象に関する推薦情報を、前記端末を介して前記利用者へ推薦する
コンピュータに、
　複数の利用者が複数の利用対象のそれぞれを評価した評価値を、前記利用者および前記
利用対象に対応付けて読み出す評価値読出機能、
　前記評価値読出機能により読み出された前記評価値のなかで欠損している評価値を、前
記利用者および前記情報を行および列とした前記評価値の行列の特異値分解を用いて推定
した、推定値を算出する推定値算出機能、および、
　前記推定値算出機能により推定された前記推定値に基づいて、前記複数の利用対象のう
ち前記利用者へ推薦する利用対象を選択して、選択した前記利用対象を推薦する推薦情報
を、前記ネットワークを介して前記利用者の前記端末に提示する推薦情報提示機能
を実現させ、
　前記推定値算出機能は、前記行列の特異値ごとに縮小の推定量を算出して、前記推定量
に基づいて前記推定値を算出するプログラム。
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